
令和３年度版　佐世保西高で「どのような生徒を育成するか」（育成したい資質・能力）

～できる力 国語 地歴公民 数学 理科 英語 音　　楽 美　　術

探
求
力

学問におけ
る基礎・基
本を徹底し、
問題解決に
役立てるこ
とができる
力

語句等の解説、小テ
ストの実施。語彙力を
増やす。

用語を解りやすく
解説する。
小テストの実施な
どで基礎知識の
定着を確認する。

既習事項の小テ
ストを実施し、知
識の定着を確認
する。

授業の振り返り
を行う時間を設
定する。
グラフや実験
データ等を分析
する活動を増や
す。

前時の復習やフィードバック
の内容をペアやグループ
ワークで共有し、小テスト等
で確認を図る。

取り扱う楽曲
についてワー
クシートを作
成する。
楽曲ごとに基
礎的な楽典の
小テストを行
う。

単元ごとにカ
ラープリント
を作成し、基
礎基本の知
識を充足す
ると共に実技
を伸張する。

プ
レ
ゼ
ン
力

ものごとを
自分の言葉
で分かりや
すく伝えるこ
とができる
力

自分の考えを発表す
る場を設ける。
〈グループ内発表、ペ
ア発表、１人で全体発
表〉

自分の意見や見
解を提示する機
会を設定する。

授業内で発問を
効果的に行う。
演習問題を板書
させ、説明をす
る機会を設け
る。

各単元において
自分自身の考え
を発表する場を
設定する。

教科書のLessonテーマにつ
いて、プレゼンの目的・相手
や構成・表現方法などに関
するスキルを紹介し、段階を
踏んでその向上に努めさせ
る。

鑑賞の授業
内でプレゼン
テーションの
時間を設け
る。

自己の作品
について講
評を行い、自
己評価を書
く。

対
話
力

他者と意思
疎通をはか
るとともに、
自分と向き
合うことがで
きる力

相手の意見を聞いて
自分の考えをすり合
わせながら深める。
〈グループ対話、ペア
で対話〉

ペアワークやグ
ループ学習の時
間を設定する。
自己の意見を正
しく伝え、他者の
意見を吟味して
結論を導き出す
力を養う。

答案をグループ
で共有し、互い
の理解度を向上
させる機会を設
ける。

問題演習などグ
ループ活動で取
り組む時間を設
定する。
総合的探究の
時間と連動し課
題研究に取り組
ませる。

日常的な話題について英語
で簡単なやり取りがスムー
ズにできる。
ペアワークやグループワー
クの方法・意義を実践的に
学ばせるとともに、その成
果・課題を自己評価用紙で
振り返らせる。

授業内に楽曲
について話し
合ったり、発
表しあったり
する時間を設
ける。

他者との作
品鑑賞を行
い、作品の
感想を伝え、
自他の励み
とする。

論
理
的
思
考
力

因果関係を
整理し、順
序だてて考
えることがで
きる力

評論文・・・論構成、展
開に留意して読む。構
成図を書かせる。
物語文…出来事、心
情、行動の流れを意
識して読む。それを意
識して個人で読解させ
る。

事象、事件に関
し、生徒自らが原
因・結果を考察す
る時間を設定す
る。発表の際は、
文章化させ記述
力も養う。

文章量の多い
問題を与え、記
述式の答案を添
削する。

実験の手順を考
えて行う。
実験レポートを
作成させる。

英文読解の際に、筆者の結
論と理由づけ等、スピーチ
の内容に合った構成に着目
させるとともに、自己表現の
際の着眼点として、指導・強
化を図る。

歌や器楽曲を
練習する時、
どのように練
習を行えば効
率的かを各々
考える。

プリント学習
を通して制作
の手順や方
法を自分なり
に考える。

批
判
的
思
考
力

常識にとら
われず、多
角的に考え
ることができ
る力

テーマに対する自分
の考えや、感想を書
かせる時間を設定す
る。
教材の中にある「隠れ
た前提」を意識して読
解させる時間を設定
する。
ストックノートを活用す
る。

一人一台端末を
活用して、文章・
資料から読み
取った情報をもと
に推測・考察・共
有する時間を設
定し、多面的な思
考力を育てる。

別解を考える機
会を設ける。

実験結果から得
られた結果や
データをもとにし
て、
考察に取り組ま
せる。

意見が対立するテーマの文
章について、個人・ペア・グ
ループ等状況に応じてマイ
ンドマップやKJ法を活用し
て、思考を深めさせ、意見を
述べさせる。最終的には、
ディスカッションやディベート
で相手の意見への反対意
見を瞬時に述べられるよう
にさせる。

自分や他者
の意見や演
奏を聴いて意
見や思いを伝
える時間を設
ける。

多くの画家や
作品を知り、
表現の世界
の奥深さを
知る。

意
思
決
定
力

目標を達成
するため
に、複数の
選択肢の中
から最適な
ものを選ぶ
ことができる
力

目標を達成するため
の、複数の選択肢を
思考させる時間を設
定する。
選択肢と本文や要旨
との付き合わせを確
実にする。

目標を明確にした
授業を展開し、そ
こで得た知識を用
いた問題演習を
実施する。

難易度別の課
題を設定し、生
徒自身に選択さ
せる。

目標を設定し、１
時間の授業内で
問題演習に取り
組ませる。

自分の目指すべき目標設定
を年度の初めに行うことで、
自分の研究課題を見つけ出
し、決定する手助けをする。
さらに各学期末にその成果
の検証・修正を行う。

グループ練習
を行い、様々
なパターンの
表現方法や
練習方法を考
えさせ、その
中から選択さ
せる。

多くの表現の
中から自己
の手法や表
現を選択す
る。

自
己
管
理
力

自分の生活
や行動をコ
ントロールで
きる力

思考する時間・記述す
る時間の設定（２分）。
時間を設定した演習
を行う。

時間を設定した
問題演習を行う。
課題の計画的な
実施やその提出
を行わせる。

課題の提出期
限を設定し、そ
れを厳守させ
る。

課題の提出期
限を設定する。
問題演習に取り
組む時間を設定
する。

課題提出について、事前に
提示された計画表を元に、
優先順位を付けながら、自
己の取り組みについて、
PDCAサイクルの点から評
価させる。

授業の開始
時間や授業
中など授業規
律を徹底させ
る。

授業の開
始、終了時
間、及び作
品提出の徹
底を行う。

探
究
力

ものごとの
意義・本質
について明
らかにする
ことができる
力

100字・200字で要約
する力を身に付けさせ
る。
ストックノートの活用。
問の設定。本質をつく
発問を１題投げかけ
る。

一人一台端末を
活用して、グラフ・
図表などから社
会的事象を読み
取る時間を設定
し、生徒自ら考察
する力を身につ
けさせる。

日常生活におけ
る課題解決をす
る問いを投げか
け、既習事項を
用いて考えさせ
る。

実験で得られた
結果やデータか
ら考察を行わせ
る。
総合的探究の
時間と連動し
て、課題研究に
取り組ませる。

生徒が自ら問い立てをする
ために必要な型・手順を指
導するとともに、生徒の興味
や関心を具体的な課題に結
びつけ、解決するためのア
ドバイスを行う。
ホームページなどに書かれ
た英語の情報を活用でき
る。

何か楽曲を取
り上げる時や
練習を行う時
に「なぜこの
曲なのか」、
「なぜこの練
習を行うの
か」を説明し
考えさせる。

単元の内容
を熟慮し、制
作に取り組
む。

協
働
力

集団におい
ての目標を
共有し、とも
に活動する
ことができる
力

グループ活動を単元
に１回は入れる。役割
分担を明確にし、授業
後には自己評価、他
者評価等のリフレク
ションシートを行う。

グループワーク等
をとおして、多角
的な考察力を身
に付けさせる。

日常生活におけ
る課題解決をす
る問いを投げか
け、グループで
解決を図る機会
を設ける。

グループ学習を
設定する。
グループで取り
組む実験を設定
する。

ペアワークやグループワー
クを英語で進められる。
ペアワークやグループワー
クを行わせる際に、「If,
what, why, how」のどれかの
視点から内容を深めさせる
指導を行う。

グループで考
えさせたり、
演奏させた
り、発表させ
たりする時間
を設ける。

グループ活
動、相互の
教え合いを
通して制作
に取り組む。

学
び
に
向
か
う
力
・
人
間
性

育成したい
資質・能力

知
識
・
技
能

思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力

○○力を身に付けさせるためにどのような授業を展開するか（各教科）
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書　　道
保健
体育

家庭 情報
総探

特別活動
教務部

生徒
指導部

進路
指導部

生徒会
指導部

学習プリントを作
成し、基礎的な
知識の定着を図
り、書写能力の
向上に努める。

身近な生活
の中から課
題を見つけ
出し、改善
の方法を考
える時間を
設定する。

情報機器
の基礎・基
本的な使用
方法をマス
ターすると
ともに、活
用力を身に
付ける。

【総学・総探】
「何のために学ぶの
か」ということについ
ての意義や流れを
理解させる。

校内実力テ
スト、定期考
査、ビブリオ
バトル、朝
の10分間読
書

放課後講座・
夏季講座・冬
季講座・春季
学習会・各種
模擬試験・英
語外部試験

SAKURAフェ
ス・歓迎遠足・
西高祭

書道の基礎的知
識や古典の歴史
的背景について
考えたことをグ
ループや全体に
向け発表する時
間を設定する。

自分の考え,
学びを発表
する場を設
定する。

自分の考え
や学びを自
分の言葉で
発表できる
機会を設け
る。

【人権集会・平和教
育】生徒が人権・平
和について考えたこ
とを発表させる機会
を作る。

三者面談、
ビブリオバト
ル

推薦入試個別
指導・小論文
セミナー・イン
ターンシップ・
英語外部試験

歓迎遠足・西
高祭・生徒会
役員選挙・生
徒総会

鑑賞活動を通し
て、ものの見方
や考え方を広げ
る時間を設定す
る

ペアやグ
ループ学習
の場を設定
する。

他者の考え
や意見に対
し、正しく評
価するとと
もに感想を
述べ合う機
会を設け
る。

【新入生研修】
グループエンカウン
ターを行い、入学時
から他者に自分の
意見を伝えることの
大切さなどを知らせ
る機会を作る。

ビブリオバト
ル

推薦入試個別
指導・インター
ンシップ・英語
外部試験

西高祭・校内
球技大会・歓
迎遠足・生徒
総会・生徒会
役員選挙

創作の単元にお
いて、表現効果
と作品の構想と
が密接にかかわ
ることを理解し、
それを自己表現
へ応用する時間
を設定する。

実習の目標
と時間を設
定し、達成
のための手
順を考えさ
せる。

目標の明
確化とそれ
に到達する
手順を考え
る時間を設
定する。

【総学・総探】
リサーチクエスチョ
ンに基づく調査・研
究を行わせる中で、
どのように伝えてい
けば、よりわかりや
すく伝わるか考えさ
せる。

朝の10分間
バトル、読
書感想文

表現力プロ
ジェクトによる
小論文指導

西高祭・生徒
総会・生徒会
役員選挙

鑑賞活動を通し
て、多角的見方
で作品を鑑賞す
る力をつける授
業を行う。

データや資
料,他者の
意見を考察
し、批判的
な意見を考
えさせる。

１つの考え
だけでなく
多方向から
物事にアプ
ローチする
力を養う。

【平和学習』
戦争はなぜ起きた
のか、被害だけでな
く加害についても多
角的に学ばせる。

朝の10分間
バトル、読
書感想文

表現力プロ
ジェクトによる
小論文指導

生徒総会・生
徒会役員選
挙・芸術鑑賞

創作の単元にお
いて、作品のイ
メージや制作意
図にあった用具
用材参考作品を
選び、制作へ生
かす時間を設定
する。

目標や課題
を設定し、
問題解決方
法を思考さ
せる場を設
定する。

多方向から
のアプロー
チより最適
な問題解決
方法を思考
できる時間
を設定す
る。

【総学・総探】
リサーチクエスチョ
ンを立て調査・研究
させる中で、自分に
必要なものを選択さ
せる。

難関大講座・
ハイレベル模
試・オープン
キャンパス参
加・模試にお
ける志望校選
定

生徒会役員選
挙・校内球技
大会・募金活
動

用具用材を正し
く用い、管理を徹
底することができ
るよう適宜指導
を行う。

課題の提出
や教材の管
理,道具の
後片付けを
徹底させ
る。

物事に対す
る優先順位
の設定の
仕方を適宜
指導する。

【総学・総探】
探究の一連の流れ
を発表・完成予定ま
での計画を立てさ
せるとともに自己評
価表を用いて振り
かえりを行わせる。

式典関係
（始業式、終
業式、入学
式、卒業式）

容儀検査、
避難訓練
等

校内学習会（1
年）・平戸学習
合宿（3年）・コ
モンホール学
習・Classiの使
用

左石清掃・生
徒総会

基礎的な知識技
能を生かし、書
体や書の文化と
その時代が密接
にかかわること
に関心をもてる
授業。

身の回りの
生活の中か
ら課題を見
つけ出し、
改善の方法
を考える時
間を設定す
る。

問いに対す
る答えが本
当に正しい
かあらゆる
機器を使用
し検証する
時間を設定
する。

【総学・総探】
探究する意義や探
究の流れを理解さ
せる

進路講演会・
職業別講演
会・出前講座
等の各種講演
会・インターン
シップ

生徒総会・生
徒会役員選挙

グループでの活
動において、積
極的にかかわ
り、進んで問題
解決しようとする
授業。

実習を通し
て、分担や
教え合いを
しながら活
動する場を
設定する。

実習や課
題解決につ
いてグルー
プでの活動
を促すとと
もにリー
ダーを育成
する。

【人生の達人セミ
ナー】
グローバルシティー
による計画・運営を
させる。

式典関係
（始業式、終
業式、入学
式、卒業式）

進路講演会・
職業別講演会
等の各種講演
会・難関大学
習交流会（2
年）

西高祭・校内
球技大会・歓
迎遠足・生徒
総会・左石清
掃・高総体応
援

どのような学校行事で育成するのか

物事の基
礎となる知
識や技能
を踏まえ
て、生徒自
身が問題
に気付き、
仲間ととも
に考え、解
決に向けて
活動してい
く場を設定
する。

知識を相
互に関連
付けて深く
理解させ、
情報を精
選したり、
問題を見い
だして解決
策を考えた
りできる場
を設定す
る。

目標を明
確にし、見
通しをもっ
て粘り強く
取り組み、
振り返っ
て、次の目
標につなげ
る学びを設
定する。

○○力を身に付けさせるためにどのような授業を
展開するか（各教科）


